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私たちはゆたかクラブ豊橋の活動を応援しています

仲
間
と
と
も
に

　
　
　
地
域
を
元
気
に
！

　

４
月
16
日
（
木
）、
豊
橋
市
公
会
堂
に
て
豊
橋

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
）

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
今
川
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
続
い

て
長
坂
市
長
よ
り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。
顕
彰
式

で
は
長
年
の
功
績
を
た
た
え
、
市
長
感
謝
状
８
名

お
よ
び
市
老
連
会
長
感
謝
状
56
名
に
賞
状
を
授

与
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
今
川
会
長
が
議
長
を
務
め
、
全
議
案

が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
終
了
後
に

「
ほ
の
国
体
操
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防

の
た
め
の
体
操
」
を
実
施
。
参
加
者
も
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
会
場
は
笑
顔
と
活
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

１．健康長寿を延ばす生きがいづくり、フレイル予防・認知症予防活動の充実
　　いつまでも健康で生きがいを持って暮らし続けられるよう、楽しい趣味の活動やスポーツ活動を可能な範囲

で行おう。バランスの良い食事を心がけ、健康でいきいきとした生活を目指そう。
２．支え合い活動の推進
　　孤立しがちな地域住民に目を向け、支え合いの精神で声をかけ合おう。犯罪被害を防止し、地域の困りごと

を「自分ごと」ととらえ、一人ひとりが地域の支え手として「お互いさまのまち」づくりを進めよう。
３．活動の周知と組織への理解促進
　　広報紙の配付など、情報発信を積極的に行い、地域の方々に老人クラブ活動の楽しさや必

要性を知ってもらおう。サロン活動やスポーツ活動など、様々な活動へ気軽に参加しても
らい、活動を共にする仲間の輪を広げよう。

４．持続可能なクラブづくりの推進
　　会長や役員のみに負担がかからないようチームとしてクラブの運営を行おう。会員の役割

や活動内容をわかりやすく伝え、新たな会員が安心して入会できる、持続可能なクラブづくりを進めよう。

ほの国体操ほの国体操

市老連会長感謝状授与市老連会長感謝状授与

今川会長あいさつ今川会長あいさつ

長坂市長あいさつ長坂市長あいさつ

令
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８
年
度
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ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋（
豊
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　
会
長
　
今
川
　
智
嗣

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
の

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
も
引
き
続
き
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
今
川

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
地
域
の

皆
さ
ま
や
関
係
機
関
の
温
か
い
ご
支
援

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
豊
橋
市
に
お
い
て
も
高
齢
化

が
進
む
中
、高
齢
者
の
孤
立
や
認
知
症
、

特
殊
詐
欺
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く

課
題
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
仲

間
同
士
が
交
流
し
、
支
え
合
い
な
が
ら

健
康
で
充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が

令和８年度令和８年度
新役員の紹介です新役員の紹介です

会　長
今川　智嗣

副　会　長
丸地　　洸

会　計
鈴木喜久男

監　事
黒柳　英司

広報文化部長
小嶋　義雄

保健体育部長
森　　義和

副　会　長
髙井　宏昌

副　会　長
小林　生人

監　事
神田　昭造

総務部長
二橋　明子

社会部長
加藤　哲裕

レクリエーション部長
久保田　正

で
き
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
、
一
層

重
要
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
や
趣
味
の
教
室
、
地
域
交
流
活

動
な
ど
を
通
じ
て
、
健
康
づ
く
り
や
生

き
が
い
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
「
一
声
運
動
」
や
「
友
愛
訪
問
」

を
は
じ
め
と
す
る
支
え
合
い
活
動
を
通

じ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
会
員
の
皆
さ
ま
が
い
き

い
き
と
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努

め
る
と
と
も
に
、
活
動
の
楽
し
さ
を
広

く
発
信
し
、
新
た
な
仲
間
の
輪
を
広
げ

な
が
ら
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
魅
力

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
魅
力
あ
る

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
魅
力
あ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り

ク
ラ
ブ
づ
く
り

あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長
ご
あ
い
さ
つ
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生きがい事業推進部長
石川　博美

女性部長
杉浦美智子

仁連木ブロック代表
石川　秀一

牟呂ブロック代表
加藤　雅巳

大清水ブロック代表
上妻　　貢

交通安全対策推進部長
山本　昌良

女性副部長
中野　治美

大岩ブロック代表
村田　　寛

高師ブロック代表
吉　　三郎

下地ブロック代表
長幡　和博

令和８年度 豊橋市老人クラブ連合会事業計画

令和８年度 ゆたかクラブ豊橋 会員構成
ゆたかクラブ豊橋総会員数 8,967名　男  3,933名　女  5,034名
ゆたかクラブ豊橋理事平均年齢　40名　78.2歳

ブロック 男 女 人　数
仁 連 木 377 586 963

つつじが丘 310 375 685
大 岩 510 688 1,198
牟 呂 455 601 1,056
高 師 625 696 1,321
大 清 水 509 609 1,118
下 地 240 312 552
石 巻 451 451 902
八 町 456 716 1,172
合　計 3,933 5,034 8,967

生きがい事業推進部長
石川　博美

女性部長
杉浦美智子

仁連木ブロック代表
石川　秀一

牟呂ブロック代表
加藤　雅巳

大清水ブロック代表
上妻　　貢

交通安全対策推進部長
山本　昌良

女性副部長
中野　治美

大岩ブロック代表
村田　　寛

高師ブロック代表
河合吉三郎

下地ブロック代表
長幡　和博

月 日 曜日 行　事　名 場　所
4 16 木 令和 8 年度総会 豊橋市公会堂

5 月～ 12 月 シルバースポーツブロック大会 市内一円

6
5 金 第94回豊橋市囲碁・将棋大会 高師老人福祉

センター

18 木 理事研修視察 愛知県赤十字
血液センター

8

上旬 広報紙「吉田春秋」8 月号発行

20 木 女性部研修会 豊橋市役所
東 81 会議室

23 日 いきいきフェスタ出展 ライフポート
とよはし

9 15 ～
21

火～
月

第 1 回友愛訪問 各校区指定場所
一声運動強化週間（前期） 市内一円

９月～ 11 月 市老連ブロック別演芸大会 各センター

10

8 木
第 50 回ゲートボール大会・

第 28 回ペタンク大会
（雨天予備日：翌日）

高師緑地
青少年広場

21 ～
23

水～
金

第 21 回とよはし
シニアフェスティバル 豊橋市民文化

会館　（第 57 回 趣味の作品展）

22 木 （第49回 趣味の演芸大会）

11

6 金 第 14 回ゴルフ大会 新城カントリー
倶楽部

12 木 第 28 回グラウンド・ゴル
フ大会（雨天予備日：翌日）石巻運動広場

26 木 第 63 回豊橋市高齢者福祉大会 豊橋市公会堂

12
11 金 交通安全街頭啓発 市内一円

16 水 第 14 回ボウリング大会 アピナボウル
豊橋店

2

上旬 広報紙「吉田春秋」2 月号発行

5 〜
11

金〜
木

第 2 回友愛訪問 各校区指定場所
一声運動強化週間（後期） 市内一円

18 ～
19

木〜
金

単位老人クラブ会長・
女性部長研修旅行 未定

2 月～ 3 月 趣味の教室作品展・発表会 各センター

通年 自転車（交通安全）教室 各ブロック

ゆたかクラブ豊橋をゆたかクラブ豊橋を
盛り立ててまいります盛り立ててまいります

よろしくよろしく
お願いお願い
いたしますいたします
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大
会
、
研
修
会
、
友
愛
訪
問
、
一

声
運
動
、
シ
ニ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
高
齢
者
福
祉
大
会
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
活
動
を
実
践
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
の
交
流
や
絆
づ
く
り

を
通
じ
て
、
生
き
が
い
や
や
り
が

い
の
あ
る
ク
ラ
ブ
運
営
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

孤
独
・
孤
立
の
解
消
な
ど
社
会
問

題
の
克
服
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
お
り
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
幅
広

い
活
躍
が
豊
橋
市
を
元
気
に
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
活
躍
は
、
介
護
予
防

や
健
康
づ
く
り
へ
寄
与
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ

と
を
持
ち
寄
り
支
え
あ
う
「
お
互

い
さ
ま
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
礎
と

な
り
、
豊
橋
市
第
９
期
高
齢
者
福

祉
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
み

ん
な
で
支
え
合
い
、
笑
顔
で
健
や

豊
橋
市
福
祉
部
長

　
本
田
　
佳
之

　

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
（
豊
橋
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
の
会
員
の

皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
本
市
の

高
齢
者
福
祉
施
策
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
豊
橋
市
に
お

け
る
高
齢
者
の
状
況
で
す
が
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は

９
８
、０
８
１
人
（
令
和
８
年
４

月
１
日
時
点
）
で
あ
り
、
高
齢
化

率
は
27
・
１
％
と
上
昇
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
高
齢
者
単
独
世
帯
も
緩

や
か
に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
お
り
、
孤
独
・
孤
立
の
問
題

へ
の
対
応
も
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ

で
は
、
健
康
づ
く
り
等
の
日
々
の

地
域
活
動
に
加
え
、
囲
碁
・
将
棋

か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
」
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
に

は
、
今
後
も
魅
力
あ
る
取
組
み
を

積
極
的
に
企
画
・
提
案
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
社
会
貢
献
活
動
に
対

し
て
も
力
を
発
揮
し
、
ご
活
躍
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
ゆ
た
か
ク
ラ

ブ
豊
橋
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
会
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て

活
躍
す
る
老
人
ク
ラ
ブ

活
躍
す
る
老
人
ク
ラ
ブ

豊
橋
市
福
祉
部
長
ご
あ
い
さ
つ

▶▶ヨコのカギ
  1.�その集団・団体などに所属する人が着ることを定められている
衣服。ユニフォーム。

  4.植物がくきの先でさかせるもの。美しくはなやかな様子。
  5.代表作「考える人」を作ったフランスの彫刻家。
  6.飲食物がのどを通っていくときの感じ。
  7.�位置・時間などが少しはずれていること。考え方や感じ方に少
しへだたりがあること。食い違い。

  8.募集に応じて申し込むこと。
10.薄い鉄板にすずをめっきしたもの。
12.ある物事を始めた最初の人や店。
14.図を用いて説明すること。また、その書物。
16.うらなうこと。
17.場所が決まっていないとき、場所が分からないときに使う言葉。

▼▼タテのカギ
  2.怒ること。 腹を立てること。
  3.日本列島の東海岸に沿い、 南から北に流れる暖流。
  4.丈がひざくらいまでのズボン。
  9.水や薬などで、のどや口をすすぐこと。
10.書籍・新聞・雑誌などの数。
11.はなれることができない、 人のつながり。
13.物品を貯蔵・保管しておくための建造物。 くら。
15.石灰質のからを持つ軟体生物の総称。

提供元：クロスワード.jp提供元：クロスワード.jp

クロスワードに挑戦！クロスワードに挑戦！
問題◎二重マスの文字をA〜Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

【答えは20ページ】

A

C

D

B

E
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優　勝 福田　　正（写真右）

準優勝 小林　正和（写真左）

第94回 豊橋市囲碁・将棋大会

第57回 趣味の作品展

第49回 趣味の演芸大会

●開催日時　10月21日（水）～23日（金）
　　　　　　 午前9時～午後4時
　　　　　　※最終日は正午まで
●開催会場　豊橋市民文化会館
　　　　　　２階展示室

●開催日時　10月22日（木）
　　　　　　開場：午前９時　
　　　　　　開演：午前９時30分
●開催会場　豊橋市民文化会館
　　　　　　ホール

将棋の部 結果囲碁の部 実戦クラス結果

優　勝 水野　高晴（写真右下）

準優勝 上村　正雄（写真左下）

囲碁の部 親睦クラス結果

優　勝 堀井　郁男（写真右上）

準優勝 西川　　誠（写真左上）

囲碁・将棋大会を開催しました！囲碁・将棋大会を開催しました！
　令和８年 6 月５日（金）、高師老人福祉センターにて第 94 回豊橋市囲碁・
将棋大会を開催しました。27 名が参加し、熱戦を繰り広げました。
　結果は下表の通りです。

（敬称略）

第21回 とよはしシニアフェスティバル第21回 とよはしシニアフェスティバル
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私 た ち は ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

校

区

・

単

位

ク

ラ

ブ

活

動

を
生
か
せ
る
よ
う
、
会
員
相
互

の
声
か
け
運
動
を
実
践
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
対
策
と
し
て

「
成
年
後
見
制
度
」を
学
ぶ

第
一
豊
松
会小

嶋
　
義
雄

大清水大清水
校 区校 区

　
「
認
知
症
」
は
私
た
ち
高
齢
者

に
と
っ
て
、
最
も
身
近
で
切
実

な
問
題
で
す
。
悪
質
な
訪
問
販

売
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
親
族

間
の
悲
惨
な
相
続
ト
ラ
ブ
ル
を

耳
に
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
私

た
ち
自
身
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
の
仕
組
み
が
「
成
年
後
見
制

度
」
な
の
で
す
。
私
た
ち
大
清

水
校
区
で
は
、
近
く
の
公
民
館

に
70
歳
以
上
の
高
齢
者
60
名
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
月
に
一

度
の
定
例
会
の
一
環
で
「
成
年

後
見
制
度
」
を
学
ぶ
会
を
開
き

ま
し
た
。
大
清
水
校
区
で
の
こ

の
勉
強
会
は
２
年
前
に
続
い
て

２
回
目
の
開
催
で
す
。
講
師
は

先
回
と
同
じ
豊
橋
市
社
会
福
祉

協
議
会
の
古
地
社
会
福
祉
士
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
古
地

先
生
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
具
体

例
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
わ
か
り

や
す
い
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
前
回
に
比
べ
大
変
進
化
し

た
講
義
内
容
で
あ
っ
た
と
私
は

感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
義
を
通
じ
て
、
一

番
先
に
感
じ
た
こ
と
は
、
高
齢

者
自
身
が
何
か
ト
ラ
ブ
ル
の
予

感
を
感
じ
た
時
に
、
ま
ず
た
め

ら
う
こ
と
な
く
何
よ
り
先
に
社

会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
に
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
今
回
の
古
地
先
生
の

勉
強
会
か
ら
ま
ず
何
よ
り
先
に

学
ん
だ
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
、
高
齢
者
は
遅
か
れ

早
か
れ
「
認
知
症
」「
う
つ
」
に

直
面
し
ま
す
。
大
清
水
ゆ
た
か

ク
ラ
ブ
で
も
近
く
の
公
民
館
で

行
わ
れ
る
、
毎
月
の
「
定
例
会
」

を
大
切
に
し
て
、「
成
年
後
見
制

度
」
の
勉
強
会
で
学
ん
だ
こ
と

近くの公民館で高齢者 60 名が集まる　近くの公民館で高齢者 60 名が集まる　
ミニ講演会を開催ミニ講演会を開催
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校

区

・

単

位

ク

ラ

ブ

活

動

ス
の
中
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で

す
。
１
位
、
２
位
、
３
位
の
人
は

大
喜
び
。
そ
う
で
な
い
人
も
ど
ん

な
賞
品
が
当
た
る
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ

ド
キ
ド
キ
で
楽
し
め
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
ど
こ
へ
行
き
ま

し
ょ
う
か
？

　

と
て
も
楽
し
み
で
す
。

で
し
た
。

　

岩
田
校
区
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行

は
今
ま
で
平
日
に
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
働
い
て
い
る
人
も
参
加
で

き
る
よ
う
に
と
今
回
か
ら
日
曜
日

に
変
更
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
行

く
先
々
で
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の

お
土
産
を
買
い
、
さ
て
帰
り
の
バ

　

11
月
16
日
（
日
）、
44
名
で
日

帰
り
バ
ス
旅
行
に
出
か
け
ま
し

た
。
秋
晴
れ
の
と
て
も
い
い
天
気

で
し
た
。

　

リ
ニ
ア
鉄
道
館
で
は
、
新
幹
線

開
業
60
周
年
「
特
別
企
画
展
」
と
、

見
た
ら
幸
せ
に
な
れ
る
ド
ク
タ
ー

イ
エ
ロ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
「
わ
ー
い
幸
せ
気
分
！
」
と
み

ん
な
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。
リ
ニ

ア
鉄
道
館
見
学
記
念
に
撮
っ
た
記

念
写
真
は
み
ん
な
幸
せ
そ
う
に
写

っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
な
ば
な
の
里
に
向
か
い
、

長
島
ビ
ー
ル
園
で
豪
華
昼
食
と
お

い
し
い
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
、
ほ
ろ

酔
い
気
分
で
ベ
コ
ニ
ア
ガ
ー
デ
ン

を
散
策
し
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り

の
ベ
コ
ニ
ア
は
と
っ
て
も
き
れ
い

ドクターイエローに
会えてみんな幸せ

平岡区老人クラブ若竹会
　伊達　朝美

岩田岩田
校 区校 区
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校

区

・

単

位

ク

ラ

ブ

活

動

楽
し
く
有
意
義
だ
っ
た

「
落
語
講
座
」

楽
友
会
　
河
合
　
清
次

野依野依
校 区校 区

　

３
月
28
日
（
土
）、
楽
友
会
の

総
会
終
了
後
に
、
市
の
安
全
生
活

課
の
ご
協
力
を
得
て
、
ま
ち
づ
く

り
出
前
講
座
「
落
語
で
学
ぶ
特
殊

詐
欺
防
止
対
策
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
師
は
、
噺
家
豊
橋
落
語
天
狗

連
の
微
笑
亭
さ
ん
太
氏
で
す
。

　

ご
承
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
微
笑
亭
さ
ん
太
氏
は
愛
知

大
学
を
ご
卒
業
後
、
豊
橋
落
語
天

狗
連
に
所
属
し
、
プ
ロ
の
落
語
家

に
落
語
の
台
本
を
提
供
す
る
か
た

わ
ら
、
自
ら
も
年
間
約
３
０
０
回

に
及
ぶ
高
座
に
上
が
り
続
け
て
い

る
他
、
ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
も
務
め
る
な
ど
幅
広
く
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

私
た
ち
楽
友
会
で
は
、
年
２
回

程
健
康
づ
く
り
や
交
通
安
全
な
ど

に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
て
い
ま

す
。今
総
会
開
催
に
際
し
、「
昨
今
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
詐
欺
問

題
に
つ
い
て
、
話
を
聞
い
た
ら
ど

う
か
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
っ
そ
く
、
市
の
講
座
一
覧
か

ら
表
題
の
講
座
を
見
つ
け
申
し
込

ん
だ
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
今
期
あ

と
1
件
枠
が
あ
り
実
施
に
至
り
ま

し
た
。

　

高
座
の
設
営
は
高
さ
30 

ｃｍ 

程
の

長
机
２
本
に
、
市
役
所
が
持
参
さ

れ
た
赤
毛
氈
と
マ
イ
ク
装
置
使
用

で
簡
単
に
済
み
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
ニ
セ
警
官
詐
欺
、
投

資
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
な
ど
詐
欺

の
実
態
や
騙
さ
れ
な
い
ポ
イ
ン
ト

な
ど
落
語
な
ら
で
は
の
口
調
で
、

面
白
く
話
さ
れ
、
約
30
人
の
出
席

者
か
ら
の
笑
い
声
が
会
場
を
包

み
、
約
１
時
間
の
講
話
が
と
て
も

短
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
楽
し
い
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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年
4
回
（
3
・
6
・
9
・
12
月
）

例
会
を
し
て
い
ま
す
が
、
た
ま
に

は
外
食
を
、
と
の
思
い
で
４
年
前

か
ら
実
施
。

　

伊
良
湖
の
「
竜
宮
の
宿
」
か
ら

始
め
・「
い
ち
ょ
う
」（
ユ
タ
カ
自

動
車
学
校
前
）・「
高
千
穂
」・
い

ず
れ
も
送
迎
バ
ス
で
。
そ
し
て
昨

年
は
カ
ニ
の
「
甲
羅
」
へ
。
12
月

10
日（
水
）11
時
、13
人
が
集
ま
り
、

い
よ
い
よ
迎
え
の
バ
ス
が
来
る
。

　

12
月
の
「
お
誕
生
祝
い
の
お
赤

飯
・
紅
白
饅
頭
」
は
8
日
（
月
）

に
14
人
分
を
班
長
さ
ん
が
各
家
に

届
け
て
く
れ
る
。

　

い
よ
い
よ
、
迎
え
の
バ
ス
に
乗

芦原芦原
校 区校 区

る
。
し
ば
ら
く
し
て
店
に
着
く
。

　

１
階
大
広
間
の
お
料
理
「
華
御

膳
」
が
並
ん
だ
椅
子
席
に
落
着
。

費
用
は
各
自
負
担
。
会
か
ら
少
し

補
助
。

　

集
合
写
真
の
撮
影
後
、
鈴
木
副

会
長
の
音
頭
で
揃
っ
て
乾
杯
。
そ

れ
ぞ
れ
四
方
山
話
に
花
が
咲
く
。

ほ
と
ん
ど
の
方
は
全
部
平
ら
げ
る

12 月の例会を
好評の外食で

新芦原しらかば会
伊藤　公満

が
「
か
に
セ
イ
ロ
」
を
持
ち
帰
る

方
も
。「
毎
月
で
も
」
と
の
声
も

あ
り
ま
し
た
が
…
。

　

ゆ
っ
く
り
し
て
店
を
出
る
。
師

走
で
町
も
賑
や
か
。
三
々
五
々
無

事
に
帰
途
に
就
く
。
皆
さ
ん
、
来

年
も
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。　
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杉
山
小
学
校 

昔
あ
そ
び

み
ん
な
、
元
気
い
っ
ぱ
い
！！

　
　
大
い
に
は
し
ゃ
ぎ
ま
し
た
！！

杉
山
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
中
神
　
達
二

　

今
年
２
月
16
日
に
杉
山
小
学
校

１
年
生
24
名
と
老
人
ク
ラ
ブ
17
名

で
昔
あ
そ
び
に
興
じ
ま
し
た
。

　

朝
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、

ゴ
ム
と
び
、
け
ん
玉
、
竹
馬
、
ぽ

っ
く
り
、
お
は
じ
き
、
コ
マ
回
し
、

お
手
玉
、
あ
や
と
り
の
８
種
類
を

回
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
に
一
生

懸
命
挑
戦
し
ま
し
た
。
各
自
得
手

不
得
手
が
あ
り
ま
し
た
が
み
ん
な

元
気
一
杯
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
孫
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
元
気

を
貰
え
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

ゴムとび・けん玉ゴムとび・けん玉

竹馬・ぽっくり竹馬・ぽっくり

おはじきおはじき

校

区

・

単

位

ク

ラ

ブ

活

動

杉山杉山
校 区校 区
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中
学
校
で
の
授
業
で
陶
芸
が
あ
っ
た
時
は
材
料
の

粘
土
を
村
内
の
川
底
か
ら
採
掘
し
ま
し
た
が
、
今
は

あ
そ
こ
に
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
あ
ま
り
い

ま
せ
ん
。

　

そ
う
だ
私
が
見
て
し
ま
っ
た
の
は
、
仕
事
の
た
め

移
り
住
ん
だ
新
潟
県
上
越
市
の
海
辺
の
土
手
の
下

に
、
あ
の
小
僧
が
頭
を
出
し
て
い
た
の
を
！！
そ
れ
と

波
打
際
に
翡ひ
す
い翠
と
琥こ
は
く珀
を
見
つ
け
た
、
砂
の
中
か
ら

出
た
の
か
？
誰
か
が
落
と
し
た
も
の
か
？ 

貴
重
な

も
の
だ
か
ら
、
そ
っ
と
海
へ
戻
し
て
お
き
ま
し
た
！！

　

何い
つ時
か
ら
ご
先
祖
様
が
此こ

こ処
に
移
り
住
ん
だ
？ 

の
か
は
、
よ
く
判
ら
な
い
！！
が
、
隣
り
の
地
区
に

「
天て
ん
ぱ
く
た
か
し
が
は
ら

伯
高
師
ヶ
原
」
と
い
う
台
地
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
が
居
住
の
原
点
か
？ 

広
大
な
原
野
は
国
有
地
で

あ
り
、
草
を
刈
り
、
牛
や
馬
の
餌
に
し
た
り
、
木
の

枝
を
切
り
燃
料
に
し
た
。
こ
の
入い
り
あ
い
ち

会
地
は
生
存
の
た

め
、
昔
か
ら
貴
重
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

こ
こ
の
丘
の
崖
斜
面
に
は
、
親
指
ぐ
ら
い
の
太
さ

の
人
形
の
よ
う
な
管
状
の
も
の
（
褐
鉄
鉱
）
が
出
て

く
る
。
こ
の
「
高た
か
し
こ
ぞ
う

師
小
僧
」
は
、
愛
知
県
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
以
外
の
北
海
道

名な
よ
ろ寄
や
滋
賀
県
別べ
っ
し
ょ所
の
高
師
小
僧
は
国
の
天
然
記
念

物
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鉱
物
は
日
本

国
内
の
ど
こ
で
出
土
し
て
も
同
じ
名
前
で
呼
ば
れ
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
明
治
28
年
に
東
京
帝
国
大
学
教
授
が
、

地
質
学
雑
誌
に
投
稿
し
た
こ
と
か
ら
知
れ
渡
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
の
地
中
か
ら
多
量
に
取
れ
る
も
の
で
も

生
活
面
で
は
あ
ん
ま
り
役
に
立
た
な
い
が
、
こ
れ
が

出
て
来
る
赤
土
の
す
ぐ
下
に
あ
る「
粘
土
」で
、
煉れ

ん
が瓦

や
陶
器
を
昔
か
ら
焼
い
て
き
た
し
、
屋
根
瓦
は
都
の

東
大
寺
再
建
の
と
き
に
渥
美
か
ら
運
ば
れ
ま
し
た
。

土
の
中
で
も
何
か
が	

飯
村
校
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
同
好
会
　
田
中
　
教
雄

高師小僧パンフレット
豊橋市高師台地区市民館

高師小僧を愛する会（

（

会
員

想
随
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沼
港
に
あ
っ
た
歌
手
「
森
進
一
」
の
歌
碑
が
倒
れ
そ

う
に
な
っ
て
い
て
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
た
事
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

も
っ
と
震
災
時
の
記
録
が
見
た
い
気
持
ち
が
込
み

上
げ
て
き
て
、
S
N
S
で
震
災
時
の
情
報
を
視
聴

し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
多
く
の
出
来
事
が
詳
細
に
記

録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
国
会
で
予
算
委
員
会

が
開
か
れ
て
い
た
最
中
だ
っ
た
と
か
、
東
京
タ
ワ
ー

の
上
部
ア
ン
テ
ナ
が
曲
が
っ
た
り
、
九
段
会
館
天
井

崩
壊
の
事
や
交
通
網
の
遮
断
に
よ
る
帰
宅
困
難
状
況

の
他
、
津
波
被
害
も
多
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

感
じ
た
こ
と
は
、
取
り
組
む
べ
き
は
食
糧
・
水
も

大
事
だ
が
、
ま
ず
一
番
は
危
険
な
場
所
か
ら
逃
げ
る

事
。
普
段
か
ら
何
処
に
い
よ
う
と
も
避
難
が
大
切
で

す
。
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
必
ず
起
き
る

と
思
う
事
だ
け
で
も
重
要
な
「
心
の
防
災
対
策
」
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
赤
と
ん
ぼ
」「
お
お
牧
場
は
み
ど
り
」「
カ
ナ
リ

ヤ
」「
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）」「
小
さ
い
秋
み
つ
け
た
」

「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」「
こ
い
の
ぼ
り
」
な
ど
、

教
師
を
し
て
い
た
若
い
こ
ろ
の
自
分
が
思
い
出
さ
れ

て
、
い
つ
し
か
涙
が
こ
ぼ
れ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

　

私
は
、
ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く
の
は
、
あ
ま

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し	

吉
田
方
校
区
　
馬
見
塚
長
生
会
　
加
藤
　
雅
巳

子
供
た
ち
に
残
し
た
い 

美
し
い
日
本
の
歌	

　

只
今
、
校
区
総
会
資
料
を
作
成
中
で
あ
る
。
マ
イ

パ
ソ
コ
ン
と
向
き
合
い
文
章
の
校
正
に
取
り
組
ん
で

い
た
そ
の
時
、
テ
レ
ビ
か
ら
突
然
チ
ャ
イ
ム
と
緊
急

地
震
速
報
が
流
れ
た
。
震
源
が
三
陸
沖
で
震
度
5
強

だ
。
一
瞬
、
十
五
年
前
の
東
日
本
大
震
災
が
頭
を
過
っ

た
。
当
時
私
は
ま
だ
現
役
で
名
古
屋
の
会
社
に
勤
め

て
い
ま
し
た
。
職
場
は
ビ
ル
の
五
階
に
あ
り
窓
の
ブ

ラ
イ
ン
ド
が
左
右
に
大
き
く
揺
れ
、
な
か
な
か
収
ま

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
の
テ
レ

ビ
報
道
で
は
、
未
曾
有
の
被
害
が
出
て
い
る
と
連
日

放
送
し
て
お
り
、
と
て
も
恐
ろ
し
く
思
え
ま
し
た
。

　

大
地
震
か
ら
二
年
後
、
定
年
を
迎
え
た
私
に
は
自

由
な
時
間
が
出
来
、
東
北
の
状
況
を
こ
の
目
で
確
認

し
よ
う
と
思
い
三
泊
四
日
の
一
人
旅
に
出
か
け
ま
し

た
。
そ
の
時
に
撮
影
し
た
動
画
や
写
真
が
パ
ソ
コ
ン

に
保
存
し
て
あ
る
事
を
思
い
出
し
作
業
を
中
断
し
て

見
返
し
て
み
ま
し
た
。
動
画
に
は
被
害
地
域
の
気
仙

　

N
H
K
テ
レ
ビ
の
B
S
で
、
土
曜
日
の
午
前
中

に
放
送
し
て
い
る
歌
番
組
「
子
供
た
ち
に
残
し
た
い

美
し
い
日
本
の
歌
」が
あ
る
。
歌
が
流
れ
て
く
る
と
、

私
も
つ
い
一
緒
に
歌
っ
て
し
ま
う
歌
ば
か
り
で
あ

る
。
自
分
の
前
に
、
教
え
子
た
ち
が
、
一
緒
に
歌
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
。

津
田
校
区
　
西
日
進
会
　
笹
野
　
壽
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銭
計
算
機
の
あ
る
金
融
機
関
等
で
、
豊
橋
指
定
の
ゴ

ミ
袋
、
動
物
園
、
美
術
館
等
の
入
場
券
の
交
換
を
す

る
と
か
い
ろ
い
ろ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
円
玉
を
粗
末
に
し
な
い
た
め
、
一
円
玉
特
集
を

吉
田
春
秋
で
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

昭
和
百

年
。
昭
和
元
年
に
は
一
円
で
何
が

買
え
た
と
か
。
一
円
玉
を
つ
く
る

の
に
い
く
ら
掛
か
っ
た
と
か
。
一

円
玉
に
か
か
わ
る
様
々
な
お
話
。

こ
ん
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
ら
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
一
円
玉

を
も
っ
と
も
っ
と
、
大
切
に
し
よ

う
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。

し
て
い
た
私
の
教
室
の
子
供
た
ち
が
、
一
斉
に
静
ま

り
か
え
り
、
そ
の
子
の
歌
に
耳
を
か
た
む
け
て
い
る

の
だ
。
そ
れ
は
、
6
年
生
の
児
童
が
歌
っ
て
い
る
と

は
、
と
て
も
思
え
な
い
ほ
ど
、
き
れ
い
で
、
す
き
と

お
っ
た
声
で
歌
っ
て
い
る
の
だ
。
歌
は
「
小
さ
い
秋

み
つ
け
た
」
だ
っ
た
。
私
の
教
室
の
子
供
た
ち
は
、

そ
の
子
の
歌
声
が
す
ば
ら
し
い
と
知
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
子
が
歌
を
歌
い
出
す
と
、
み
ん
な
だ
ま
っ

て
聞
き
惚
れ
て
い
た
の
だ
。

　

そ
の
子
は
、
後
日
、
某
テ
レ
ビ
局
の
子
供
音
楽
会

に
出
て
、
25
点
満
点
を
と
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

一
円
玉
が
可
愛
そ
う	

　

玉
川
校
区
　
長
楽
長
寿
会
　
髙
木
　
和
夫

　

一
円
玉
を
五
百
枚
た
め
て
貯
金
し
よ
う
と
、
金
融

機
関
に
持
っ
て
い
け
ば
、
手
数
料
五
百
五
拾
円
と
ら

れ
、
数
え
て
な
い
と
、
ま
た
五
百
五
拾
円
か
か
る
そ

う
で
す
。
差
引
六
百
円
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す
。

　

子
供
の
頃
、
親
に
言
わ
れ
た
こ
と
は
、
お
金
を
大

切
に
し
な
い
子
は
、
不
幸
に
な
り
、
幸
せ
に
は
な
れ

な
い
よ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
ど
う
し
て
も
一

円
玉
な
ん
か
と
粗
末
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
一
円
玉

が
た
ら
な
く
て
は
買
物
も
で
き
な
い
、
だ
か
ら
と

云
っ
て
何
十
枚
と
一
度
に
は
使
え
な
い
。
た
し
か
？

二
十
枚
ま
で
と
聞
い
て
い
ま
す
。
眠
ら
さ
れ
て
い
る

一
円
玉
を
ク
ラ
ブ
単
位
で
任
意
で
集
め
て
み
た
ら
、

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
全
体
で
は
も
の
す
ご
い
金
額
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
手
間
は
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
小

り
得
意
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
教

材
に
あ
っ
た
レ
コ
ー
ド
や
テ
ー
プ

を
流
し
て
授
業
を
し
て
い
た
。
子

供
た
ち
は
、
ピ
ア
ニ
カ
や
リ
コ
ー

ダ
ー
を
常
時
ロ
ッ
カ
ー
に
置
い
て

い
た
の
で
、
子
供
た
ち
の
リ
コ
ー

ダ
ー
演
奏
で
交
互
に
歌
を
歌
う
こ

と
も
多
か
っ
た
。

　

私
が
新
卒
2
年
目
で
、
6
年
生
を
担
任
し
て
い
た

時
の
こ
と
だ
。
と
な
り
の
教
室
か
ら
男
の
子
が
独
唱

し
て
い
る
歌
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
算
数
の
授
業
を
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私
は
古
稀
を
過
ぎ
た
、
前
立

腺
肥
大
の
志
が
無
い
男
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
歳
に
な
る
ま
で
の

十
人
十
色
の
迷
彩
色
の
人
間
模

様
の
中
で
、
自
分
に
合
わ
な
い

人
を
勝
手
に
嫌
い
な
人
と
区
別

し
て
い
る
自
分
が
い
ま
す
。
こ

の
様
な
感
情
を
克
服
し
た
い
と

思
う
こ
と
自
体
、
ま
だ
ま
だ
と

反
省
し
き
り
で
す
。

　

何
故
、
こ
の
様
な
感
情
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、

そ
の
人
が
、
自
分
の
常
識
と
は
異
な
る
言
動
を
と
る

か
ら
、
天
敵
視
し
て
し
ま
う
の
か
、
大
体
こ
の
様
な

人
は
、
自
分
も
含
め
、
客
観
的
に
自
分
を
省
み
る
こ

と
が
出
来
な
く
、
マ
イ
ワ
ー
ル
ド
、
自
己
中
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
て
、
他
人
の
振
り
見
て
我
が
振
り
な

お
す
事
が
出
来
な
い
人
が
多
い
様
に
思
わ
れ
る
。

　

だ
か
ら
自
分
の
一
方
的
な
偏
見
で
嫌
い
と
勝
手
に

思
っ
て
い
る
だ
け
で
、
当
の
本
人
は
何
も
思
っ
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ど
ん
な
人
に
も
良
い
所
は
必
ず
有
る
の
で
、
そ

れ
を
見
つ
け
て
」
と
い
う
識
者
（
有
識
者
）
が
い
る

が
、
聖
人
君
子
じ
ゃ
あ
あ
る
ま
い
し
、
無
理
難
題
で

あ
り
ま
す
。

　

要
は
、
他
人
の
言
動
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
自
分
は
自

分
と
割
り
切
っ
て
、
自
分
の
頭
の
ハ
エ
だ
け
を
追
っ

払
っ
て
居
れ
ば
良
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
1
チ
ー
ム
5
人
で
赤（
先
攻
）・

白
（
後
攻
）
で
10
人
の
選
手
が
順
番
に
ボ
ー
ル
を

打
ち
ま
す
。
選
手
は
ゼ
ッ
ケ
ン
を
身
に
着
け
自
分

の
ボ
ー
ル
を
打
ち
ま
す
。

　

第
1
ゲ
ー
ト
、
第
2
ゲ
ー
ト
、
第
3
ゲ
ー
ト
と

ボ
ー
ル
を
通
過
さ
せ
て
得
点
を
重
ね
最
後
に
ゴ
ー

ル
に
ボ
ー
ル
を
当
て
て
上
が
り
で
す
。
5
点
で
す
。

チ
ー
ム
は
5
人
で
す
の
で
、
5
×
5
で
25
点
が
最

高
得
点
で
す
。

　

ゲ
ー
ト
通
過
の
総
得
点
を
目
指
し
ま
す
が
、
赤
・

白
の
戦
い
な
の
で
敵
チ
ー
ム
の
得
点
を
阻
止
し
ま

す
。
自
球
を
打
撃
し
て
他
球
に
当
て
て
、
ス
パ
ー

ク
打
撃
と
い
う
特
別
な
打
ち
方
で
味
方
チ
ー
ム
の

ボ
ー
ル
な
ら
ゲ
ー
ト
を
通
し
、
相
手
チ
ー
ム
の

ボ
ー
ル
な
ら
コ
ー
ト
の
外
に
出
し
て
ア
ウ
ト
ボ
ー

ル
に
し
ま
す
。

　

自
球
を
打
っ
て
他
球
に
当
て
る
の
で
す
が
、
な
か

な
か
当
た
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
順
番
が
大
事
な
の

で
す
。
1
番
の
ボ
ー
ル
と
2
番
の
ボ
ー
ル
は
仲
良
く

な
れ
ま
せ
ん
。
順
番
に
打
ち
ま
す
の
で
2
番
の
人
が

1
番
よ
り
先
に
打
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
1
番
と

審
判
が
打
順
を
コ
ー
ル
し
た
ら
、
1
番
の
人
は
傍
に

あ
る
2
番
の
ボ
ー
ル
に
当
て
て
コ
ー
ト
の
外
に
出
し

ま
す
。
ど
ん
な
に
上
手
い
人
で
も
順
番
に
は
勝
て
ま

せ
ん
。
第
1
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
て
コ
ー
ト
内
に
出
た

ら
出
さ
れ
て
ば
か
り
で
す
。

　

人
生
そ
ろ
そ
ろ
順
番
が
来
ま
す
。
お
呼
び
が
か

偏 

見 

　

玉
川
校
区
　
長
楽
長
寿
会
　
大
木
　
敬
一

順 

番	

牟
呂
・
汐
田
校
区

外
神
豊
寿
会
　
鈴
木
喜
久
男
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後
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
だ
と
知
っ
た
。

　
　
米
兵
が
チ
ョ
コ
　
老
い
て
も
残
る
甘
さ
よ

　

高
校
を
終
え
、
故
郷
を
は
な
れ
る
時
、
母
が
一
言

「
悪
い
事
は
す
る
な
よ
」
と
送
っ
て
く
れ
た
。
又
、

帰
郷
す
る
都
度
、
一
番
に
「
ご
飯
は
食
べ
た
か
」
と

聞
く
。
母
は
多
く
は
語
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
一
言

が
子
供
へ
の
「
食
べ
物
が
心
身
を
養
う
」、教
え
だ
っ

た
ん
だ
な
と
今
に
し
て
思
う
。

　

あ
の
物
の
少
な
か
っ
た
時
代
の
せ
め
て
も
の
母
か

ら
子
へ
の
「
無
償
の
愛
」
が
垣
間
見
え
、
感
謝
し
か

な
い
。
母
の
亡
き
後
、「
あ
の
一
言
」
を
子
、
孫
に

も
同
じ
よ
う
に
、金
言
と
し
て
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

誰
れ
の
言
葉
か
、
世
の
中
に
、
母
あ
ら
む
も
、
わ
が

母
に
勝
る
、
母
あ
り
な
む
や
！

　
　
子
を
以
っ
て
知
る

　
　〝
親
の
愛
〟
有
り
難
う

母
と
の
思
い
出	

天
伯
校
区
　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会
　
西
川
　
誠

　

戦
前
の
昭
和
十
四
年
に
生
ま
れ
た
。
戦
後
も
八
十

年
を
す
ぎ
、
当
時
感
じ
た
、
あ
の
体
験
が
鮮
明
な
思

い
出
と
し
て
頭
に
残
っ
て
い
る
。
当
時
私
は
５
、
6

才
と
、
古
き
良
き
時
代
の
懐
古
で
も
あ
る
。
B
-29
の

飛
来
、
近
隣
の
町
が
赤
々
と
一
夜
に
燃
え
つ
き
た
事
、

家
庭
に
あ
っ
て
は
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と

灯
り
が
消
さ
れ
家
族
で
身
を
潜
め
た
。
又
床
に
就
く

時
は
衣
服
を
枕
元
に
揃
え
て
寝
る
の
が
習
慣
で
あ
っ

た
。
は
た
又
戦
禍
に
運
命
を
翻
さ
れ
た
人
達
も
！

　

家
業
は
小
さ
な
海
産
物
の
問
屋
と
農
業
を
兼
ね
て

い
て
、
裕
福
で
は
な
か
っ
た
が
、
戦
中
戦
後
の
食
糧

難
の
時
代
で
も
ま
ず
ま
ず
の
生
活
が
で
き
た
か
と
！

　

小
学
校
も
母
の
手
作
り
の
着
物
と
わ
ら
草
履
で
学

校
に
通
っ
た
。
男
の
子
で
私
が
一
番
下
だ
っ
た
せ
い

か
甘
え
ん
坊
で
母
（
か
あ
ち
ゃ
ん
）
の
後
を
く
っ
つ

い
て
回
り
畑
に
、
山
菜
採
り
も
よ
く
一
緒
に
し
た
。

　

戦
後
、
近
く
に
予
科
練
が
あ
っ
た
せ
い
か
、
米
国

の
兵
隊
さ
ん
が
多
く
船
か
ら
下
り
て
来
て
、
子
供
に

板
状
の
も
の
を
差
し
出
し
て
く
れ
た
。
甘
か
っ
た
。

か
る
の
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。

ド
キ
ド
キ
で
す
。
そ
れ
で
も

何
と
か
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
で

き
る
間
は
、
ま
だ
ま
だ
…
。　

　

い
つ
に
な
っ
た
ら
、
達
観
で
き
る
人
生
が
来
る
の

か
、
穏
や
か
な
ノ
ン
ス
ト
レ
ス
な
余
生
を
送
り
た
い

と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
一
句

　
2
K
Y
の
二
乗
（
空
気
、
読
め
な
い
）

　
　
　
　
　
　
　（
こ
ま
っ
た
、
衆
（
や
か
ら
））

　

に
は
、
な
り
た
く
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。



ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 だ よ り 　第77号　（16）令和8年8月発行

自動車運転免許返上と思い出	 福岡校区　匿名

　

早
い
も
の
で
、
私
も
今
年
で
七
十
八
歳
と
な
り

ま
し
た
。
歳
を
と
り
ま
す
と
、
一
人
で
ブ
ツ
ブ
ツ

と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
世
の
中
の
出
来
事
に

対
し
、
時
事
放
談
な
ら
ぬ
、
時
事
放
筆
で
一
筆
啓

上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
最
近
の
国
内
で
は
、
毎
日
の
様
に
人
の
命

に
関
わ
る
凄
惨
な
事
件
が
起
き
て
い
ま
す
。
京
都

府
南
丹
市
で
起
き
た
、
義
父
に
よ
る
小
学
生
殺
人

事
件
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
家
庭
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
有
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
に
は
丁
度

同
学
年
の
孫
が
い
ま
す
の
で
、
他
人
事
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

又
、
関
東
方
面
で
は
、
高
校
生
四
人
が
民
家
に
押
し
入
っ
て
凄
惨

な
事
件
を
起
こ
し
ま
し
た
。
高
校
生
達
は
深
く
反
省
し
て
い
る
と
の
事

で
す
が
、
S
N
S
に
よ
る
勧
誘
に
よ
っ
て
犯
行
に
及
ん
で
い
る
様
で
す
。

こ
の
様
に
若
人
が
事
件
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
技
術
の
発
達
に
よ
り
、

生
活
は
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
利
便
性
を
悪
用
し
て
、
犯
罪
を

起
こ
す
輩
が
次
か
ら
次
へ
と
出
て
く
る
状
況
を
憂
い
て
い
ま
す
。

　
一
方
海
外
で
は
、
四
年
前
に
突
如
と
し
て
戦
争
が
起
き
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
で
す
。
二
十
一
世
紀
の
時
代
に
、
こ

の
様
な
戦
禍
に
遭
遇
す
る
と
は
、
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
も

米
国
に
よ
る
世
界
各
地
で
の
軍
事
行
動
に
は
、
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

世
界
の
超
大
国
と
言
わ
れ
る
国
々
が
、
独
裁
的
政
治
体
制
に
よ
り
、

平
穏
な
地
球
上
で
わ
が
ま
ま
な
行
動
を
取
る
、
今
の
時
代
を
憂
慮
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
明
る
く
、平
穏
な
未
来
で
あ
る
事
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

免
許
更
新
日
が
90
才
、
も
う
一
回
更
新

し
よ
う
か
と
迷
い
に
迷
っ
た
。
脳
裏
に
浮
か

ん
だ
過
去
の
違
反
、
一
時
停
止
違
反
3
回
、

相
手
車
と
の
接
触
事
故
2
回
、
原
因
は
ど

ち
ら
で
あ
れ
確
認
不
足
、
大
事
故
に
つ
な

が
る
要
因
に
ま
ち
が
い
な
し
。
事
故
の
瞬

間
心
臓
は
止
ま
る
が
ご
と
く
？ 

免
許
取
得

が
65
才
、
運
転
歴
25
年
間
の
中
で
の
違
反

件
数
、
歳
を
重
ね
る
危
険
率
は
増
す
事
が

あ
っ
て
も
、
減
る
事
は
無
し
と
思
わ
ざ
る
を

得
な
い
年
齢
。

　

決
断
は
娘
の
一
言
「
返
上
し
て
」
だ
っ
た
。

自
身
が
25
才
の
時
父
親
が
小
型
車
を
手
に

入
れ
て
い
た
。
教
習
所
は
ま
だ
無
か
っ
た

と
思
う
？ 

高
師
緑
地
公
園
近
く
に
有
料
の

練
習
所
が
有
り
、
弟
と
通
っ
た
。

　

明
日
豊
川
の
試
験
所
に
受
験
に
行
こ
う

と
決
め
た
時
、
東
京
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
、

当
時
は
仕
事
優
先
自
己
都
合
は
不
可
、
受

験
を
あ
き
ら
め
…
65
才
迄
受
験
の
チ
ャ
ン

ス
を
失
っ
た
。

　

東
京
勤
務
長
く
、
車
の
必
要
性
も
感
じ

ず
家
族
サ
ー
ビ
ス
も
無
し
、
唯
々
働
い
た
。

定
年
後
は
週
2
日
の
出
勤
、
時
間
も
ゆ
と

り
が
あ
っ
た
。

　

家
族
か
ら
免
許
取
得
を
勧
め
ら
れ
、
シ

ブ
シ
ブ
と
65
才
の
手
習
と
、
ユ
タ
カ
自
動

車
学
校
に
行
き
、
20
万
円
で
取
得
迄
保
証

コ
ー
ス
で
勉
強
し
た
。

　

ま
わ
り
の
生
徒
は
高
校
生
が
ほ
と
ん
ど
、

中
に
日
本
語
も
不
自
由
な
女
性
が
居
て
頑

張
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
触
発
さ
れ
、
20
日

間
で
免
許
を
取
得
し
た
事
が
昨
日
の
様
で

す
。
中
古
車
の
ス
タ
ー
レ
ッ
ト
（
80
万
円
）

を
求
め
取
得
後
3
ヶ
月
間
位
は
新
城
の
山

奥
に
運
転
実
習
と
思
っ
て
ド
ラ
イ
ブ
。
町

中
練
習
は
恐
る
恐
る
松
葉
通
り
を
何
回
か

走
り
実
感
を
養
い
ま
し
た
。

　

自
信
が
つ
い
た
の
で
出
社
も
車
で
幸
田

町
迄
、
週
1
回
は
三
重
県
迄
車
で
行
っ
た
。

一
番
の
遠
方
は
長
野
市
迄
日
帰
り
で
行
っ

た
事
。
恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
は
二
度
と
走
り

た
く
な
い
と
思
っ
た
、
70
才
の
お
出
掛
け
で

し
た
。

　

便
利
は
不
便
の
裏
返
し
100
年
時
代
を
元

気
に
過
ご
す
手
段
と
し
て
、
特
定
小
型
原

動
機
付
自
転
車
（SANRIN

）
三
輪
式
と

二
輪
式
の
機
能
＆
運
動
量
等
々
の
判
断
資

料
を
作
成
。
自
身
の
健
康
状
態
と
先
の
健

康
寄
与
を
考
慮
し
て
機
種
を
決
め
、
免
許

返
上
し
た
新
し
い
日
々

を
元
気
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

何
よ
り
家
族
が
安
心

し
て
見
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

時
事
放
筆	

嵩
山
校
区
　

東
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
　
後
藤
　
則
夫
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俳
句

◆◆
津
田
校
区
　
西
日
進
会

津
田
校
区
　
西
日
進
会

盆
を
待
つ
母
の
遺
影
に
セ
ミ
し
ぐ
れ

盆
を
待
つ
母
の
遺
影
に
セ
ミ
し
ぐ
れ笹

野
　
　
壽

笹
野
　
　
壽

◆◆
天
伯
校
区
　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

天
伯
校
区
　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

別
れ
船

別
れ
船
長長ち

ょ
う
さ
ん
せ
い

ち
ょ
う
さ
ん
せ
い

三
声
三
声
に
母
な
み
だ

に
母
な
み
だ

西
川
　
　
誠

西
川
　
　
誠

◆◆
岩
田
校
区
　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

岩
田
校
区
　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

鰯
雲
や
さ
し
き
時
の
母
の
顔

鰯
雲
や
さ
し
き
時
の
母
の
顔

小
椋
か
つ
子

小
椋
か
つ
子

◆◆
岩
田
校
区
　
東
岩
田
長
寿
会

岩
田
校
区
　
東
岩
田
長
寿
会

補
聴
器
に

補
聴
器
に
大大お

お
く
す

お
お
く
す樟樟

わ
た
る
春
の
風

わ
た
る
春
の
風

千
賀
　
芳
彦

千
賀
　
芳
彦

◆◆
大
清
水
校
区
　
第
二
き
さ
ら
ぎ
会

大
清
水
校
区
　
第
二
き
さ
ら
ぎ
会

藤
満
開
風
に
ゆ
れ
る

藤
満
開
風
に
ゆ
れ
る
襞襞ひ
だ
ひ
だ

深
し
深
し

花
井
　
博
行

花
井
　
博
行

◆◆
大
清
水
校
区
　
第
一
豊
松
会

大
清
水
校
区
　
第
一
豊
松
会

初
鳴
き
や
夫
の
命
日
聞
く
墓
参

初
鳴
き
や
夫
の
命
日
聞
く
墓
参

鈴
木
　
正
子

鈴
木
　
正
子

会
員
文
芸

◆◆
大
清
水
校
区
　
第
二
豊
松
会

大
清
水
校
区
　
第
二
豊
松
会

花
葵
咲
き
初
め
た
よ
妻
の
声

花
葵
咲
き
初
め
た
よ
妻
の
声

藤
村
　
元
司

藤
村
　
元
司

◆◆
福
岡
校
区
　
橋
良
老
人
ク
ラ
ブ
東
み
ど
り
会

福
岡
校
区
　
橋
良
老
人
ク
ラ
ブ
東
み
ど
り
会

花
月
花
月
夜夜よよ

川川か
わ
も

か
わ
も面面

を
走
る
い
か
だ
か
な

を
走
る
い
か
だ
か
な

鈴
木
　
京
子

鈴
木
　
京
子

春
を
待
つ
寒
さ
緩
み
て
梅
薫
る

春
を
待
つ
寒
さ
緩
み
て
梅
薫
る

髙
井
　
宏
昌

髙
井
　
宏
昌

◆◆
天
伯
校
区
　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

天
伯
校
区
　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

新
緑
の
山
林
火
災
戦
火
見
る

新
緑
の
山
林
火
災
戦
火
見
る

鈴
木
せ
つ
子

鈴
木
せ
つ
子

◆◆
飯
村
校
区
　
飯
寿
会

飯
村
校
区
　
飯
寿
会

砂
浜
に
旅
の
足
跡

砂
浜
に
旅
の
足
跡
浜浜は

ま
え
ん
ど
う

は
ま
え
ん
ど
う

豌
豆
豌
豆

佐
野
　
栄
子

佐
野
　
栄
子

母
の
日
の
便
り
代
わ
り
の
菓
子
届
く

母
の
日
の
便
り
代
わ
り
の
菓
子
届
く廣

中
　
雅
子

廣
中
　
雅
子
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川
柳

◆◆
岩
田
校
区
　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

岩
田
校
区
　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

眠
り
た
い
赤
ち
ゃ
ん
眠
っ
た
一
休
み

眠
り
た
い
赤
ち
ゃ
ん
眠
っ
た
一
休
み

　
　

ま
た
ま
た
起
き
れ
ば
戦
争
の
ご
と
く

　
　

ま
た
ま
た
起
き
れ
ば
戦
争
の
ご
と
く

小
椋
か
つ
子

小
椋
か
つ
子

◆◆
大
清
水
校
区
　
第
一
豊
松
会

大
清
水
校
区
　
第
一
豊
松
会

誕
生
日
毎
に
元
気
で
あ
と
十
年

誕
生
日
毎
に
元
気
で
あ
と
十
年

　
　

宣
言
し
て
は
歩
く
毎
日

　
　

宣
言
し
て
は
歩
く
毎
日

鈴
木
　
正
子

鈴
木
　
正
子

◆◆
大
清
水
校
区
　
第
二
豊
松
会

大
清
水
校
区
　
第
二
豊
松
会

今
日
行
け
る
電
話
の
誘
い
嬉
し
く
て

今
日
行
け
る
電
話
の
誘
い
嬉
し
く
て

　
　

通
所
サ
ー
ビ
ス
今
日
も
明
日
も

　
　

通
所
サ
ー
ビ
ス
今
日
も
明
日
も藤

村
　
元
司

藤
村
　
元
司

◆◆
吉
田
方
校
区
　
若
波
会

吉
田
方
校
区
　
若
波
会

老
い
し
亡
母
し
き
り
に
膝
を
な
で
て
い
た

老
い
し
亡
母
し
き
り
に
膝
を
な
で
て
い
た

　
　

今
で
は
吾
も
と
思
う
日
々
な
り

　
　

今
で
は
吾
も
と
思
う
日
々
な
り岩

田
知
津
子

岩
田
知
津
子

節
分
か
ら
の
合
計
六
百
度
に

節
分
か
ら
の
合
計
六
百
度
に

　
　
　
　

桜桜は
な
は
な

は
咲
く
と
ふ
自
然
の
輪
廻

は
咲
く
と
ふ
自
然
の
輪
廻

丸
山
二
三
四

丸
山
二
三
四

杉
・
桧
の
花
粉
飛
び
交
い
春
霞

杉
・
桧
の
花
粉
飛
び
交
い
春
霞

　
　

皐
月
の
季
ま
で
目
鼻
の
辛
い

　
　

皐
月
の
季
ま
で
目
鼻
の
辛
い

横
山
　
宜
世

横
山
　
宜
世

◆◆
津
田
校
区
　
西
日
進
会

津
田
校
区
　
西
日
進
会

お
れ
買
う
の
生
き
た
ヒ
ラ
メ
と
目
が
あ
っ
た

お
れ
買
う
の
生
き
た
ヒ
ラ
メ
と
目
が
あ
っ
た

笹
野
　
　
壽

笹
野
　
　
壽

◆◆
玉
川
校
区
　
長
楽
長
寿
会

玉
川
校
区
　
長
楽
長
寿
会

水水み
ず
き
き
ん

み
ず
き
き
ん

飢
饉
飢
饉
恵
み
の
雨
だ
さ
あ
洗
車

恵
み
の
雨
だ
さ
あ
洗
車

大
木
　
敬
一

大
木
　
敬
一

◆◆
吉
田
方
校
区
　
菰
口
町
寿
会

吉
田
方
校
区
　
菰
口
町
寿
会

旗
も
出
ず
寝
込
ん
で
い
る
の
か
団
子
屋
の

旗
も
出
ず
寝
込
ん
で
い
る
の
か
団
子
屋
の

　
　

千
代
姉
さ
ん
の
笑
顔
の
恋
し

　
　

千
代
姉
さ
ん
の
笑
顔
の
恋
し

杉
浦
尊
香
子

杉
浦
尊
香
子

◆◆
中
野
校
区
　
中
野
お
あ
し
す
会

中
野
校
区
　
中
野
お
あ
し
す
会

一
万
歩
の
散
歩
途
中
の
宮
参
り

一
万
歩
の
散
歩
途
中
の
宮
参
り

　
　

百
寿
願
い
に
銅
貨
十
円

　
　

百
寿
願
い
に
銅
貨
十
円

彦
坂
　
吉
尚

彦
坂
　
吉
尚

◆◆
津
田
校
区
　
進
誠
会

津
田
校
区
　
進
誠
会

老
い
し
身
で
遊
び
が
て
ら
に
道

老
い
し
身
で
遊
び
が
て
ら
に
道
辺辺ば

た
ば
た

のの

　
　

つ
く
し
つ
み
き
て
は
か
ま
取
り
お
り

　
　

つ
く
し
つ
み
き
て
は
か
ま
取
り
お
り

田
中
　
英
代

田
中
　
英
代

短
歌
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◆◆
天
伯
校
区
　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

天
伯
校
区
　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

今
日
も
又
叱
る
者
な
し
囲
碁
仲
間

今
日
も
又
叱
る
者
な
し
囲
碁
仲
間

西
川
　
　
誠

西
川
　
　
誠

◆◆
岩
田
校
区
　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

岩
田
校
区
　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

背
を
押
さ
れ
マ
イ
ク
を
持
て
ば
足
ふ
る
え

背
を
押
さ
れ
マ
イ
ク
を
持
て
ば
足
ふ
る
え

小
椋
か
つ
子

小
椋
か
つ
子

◆◆
岩
田
校
区
　
東
岩
田
長
寿
会

岩
田
校
区
　
東
岩
田
長
寿
会

春
霞
み
黄
砂
じ
ゃ
駄
目
だ
よ
お
ぼ
～
ろ
月
夜

春
霞
み
黄
砂
じ
ゃ
駄
目
だ
よ
お
ぼ
～
ろ
月
夜

千
賀
　
芳
彦

千
賀
　
芳
彦

◆◆
大
清
水
校
区
　
第
二
き
さ
ら
ぎ
会

大
清
水
校
区
　
第
二
き
さ
ら
ぎ
会

半
額
待
つ
さ
ら
に
増
え
居
る
主
婦
の
列

半
額
待
つ
さ
ら
に
増
え
居
る
主
婦
の
列

花
井
　
博
行

花
井
　
博
行

◆◆
大
清
水
校
区
　
第
一
豊
松
会

大
清
水
校
区
　
第
一
豊
松
会

人
よ
り
も
上
か
ら
見
下
ろ
す
草
目
線

人
よ
り
も
上
か
ら
見
下
ろ
す
草
目
線鈴

木
　
正
子

鈴
木
　
正
子

寂
し
い
が
戦
前
生
ま
れ
減
っ
て
行
く

寂
し
い
が
戦
前
生
ま
れ
減
っ
て
行
く石

川
　
重
幸

石
川
　
重
幸

顔
ぶ
れ
も
同
じ
仲
間
で
旅
を
す
る

顔
ぶ
れ
も
同
じ
仲
間
で
旅
を
す
る

彦
坂
　
昌
代

彦
坂
　
昌
代

◆◆
大
清
水
校
区
　
第
二
豊
松
会

大
清
水
校
区
　
第
二
豊
松
会

カ
フ
ェ
で
会
う
赤
の
他
人
の
泣
き
笑
い

カ
フ
ェ
で
会
う
赤
の
他
人
の
泣
き
笑
い

藤
村
　
元
司

藤
村
　
元
司

◆◆
大
清
水
校
区
　
柳
風
会

大
清
水
校
区
　
柳
風
会

知
ら
ぬ
間
に
母
に
そ
っ
く
り
お
ば
ぁ
さ
ん

知
ら
ぬ
間
に
母
に
そ
っ
く
り
お
ば
ぁ
さ
ん

近
藤
　
庸
子

近
藤
　
庸
子

古
き
鞄
奥
に
ひ
っ
そ
り
札
う
れ
し

古
き
鞄
奥
に
ひ
っ
そ
り
札
う
れ
し

平
山
　
憲
子

平
山
　
憲
子

◆◆
中
野
校
区
　
中
野
お
あ
し
す
会

中
野
校
区
　
中
野
お
あ
し
す
会

老
い
た
脳
は
何
度
も
訊
ね
お
勉
強

老
い
た
脳
は
何
度
も
訊
ね
お
勉
強

彦
坂
　
吉
尚

彦
坂
　
吉
尚

い
つ
の
間
に
か
メ
ダ
カ
赤
ち
ゃ
ん
泳
い
で
る

い
つ
の
間
に
か
メ
ダ
カ
赤
ち
ゃ
ん
泳
い
で
る

彦
坂
く
み
子

彦
坂
く
み
子

◆◆
福
岡
校
区
　
小
池
元
町
虹
の
会

福
岡
校
区
　
小
池
元
町
虹
の
会

老
い
て
な
お
健
康
寿
命
夢
に
見
る

老
い
て
な
お
健
康
寿
命
夢
に
見
る

中
野
芙
美
子

中
野
芙
美
子

◆◆
飯
村
校
区
　
飯
寿
会

飯
村
校
区
　
飯
寿
会

フ
レ
イ
ル
だ
町
を
ウ
ロ
ウ
ロ
花
さ
が
し

フ
レ
イ
ル
だ
町
を
ウ
ロ
ウ
ロ
花
さ
が
し

石
原
　
　
亘

石
原
　
　
亘
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私 た ち は ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　本紙発行にあたりまして、ご協力いただきましたスポンサー各位に厚く御
礼を申し上げます。「吉田春秋」は会員が生きがい・健康・教養を高めなが
ら交流の輪が広がるよう願って刊行しています。今後とも倍旧のご厚誼・ご
支援を賜りますようお願い申し上げます。

●ご協賛各位への御礼●

編
集
後
記

編
集
後
記

　
吉
田
春
秋
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
も
た
く
さ
ん

の
ご
投
稿
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
広
報
文
化
部
で
は
、
皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
・
ご

投
稿
な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
読
み
や
す
く
楽
し
い
紙
面
づ
く
り
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
　
広
報
文
化
部

●�

校
区
活
動
、
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
、
俳
句
、

短
歌
、
川
柳
、
随
想
な
ど
の
投
稿
を
募
集

し
ま
す
（
写
真
を
添
付
し
て
い
た
だ
く
場

合
は
き
れ
い
な
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
）。

●�

原
稿
用
紙
６
０
０
字
。
俳
句
・
短
歌
・
川

柳
に
つ
い
て
は
各
１
点
ず
つ
で
お
願
い
し
ま

す
。

●�

原
稿
は
、
市
内
在
住
の
市
老
連
に
加
入
し

て
い
る
方
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
必
ず
、

校
区
名
・
単
位
ク
ラ
ブ
名
・
氏
名
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

●�

紙
面
の
都
合
上
、
や
む
な
く
カ
ッ
ト
・
見

送
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
締
め
切
り
／
11
月
13
日
（
金
）

●
投
稿
先
／
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
事
務
局

　
（
豊
橋
市
今
橋
町
１
番
地
・

　

豊
橋
市
役
所
長
寿
介
護
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
５
３
２
・５
１
・２
３
３
７

原

稿

募

集

第63回 第63回 豊豊橋橋市市高高齢者福祉大会齢者福祉大会
ダイヤモンド婚（結婚60周年）・金婚（結婚50周年）を

迎えられるご夫婦をお祝いいたします。

●開 催 日
●開催会場
●開催内容

●届出期間

11月26日（木）　
豊橋市公会堂
ダイヤモンド婚・金婚を迎える
ご夫婦への祝詞贈呈、アトラクションなど
8月3日（月）～9月10日（木）

4p クロスワードに挑戦！　答え「ガスコンロ」


